わたしたちはときどきしかその存在に気がつかないけれども，欲しくない騒音はわたしたちの周り中にある．騒音公害はいらいらさせる，当惑させる，潜在的に害を持つ環境から発生している雑音である．それは飛行機や芝刈り機，機械装置，わたしたち自身や近隣のけたたましい音楽から発せられる．それは職場やアミューズメントパークのような公共の場，家にも存在する．その広がりは，わたしたちの幸福に潜在的に強い衝撃を与える．

どうやって騒音は人間の健康に影響を与えるか．おそらく，騒音公害に関して最も大きな心配事は，85デシベル以上の雑音にさらされることや慢性的な騒音が内耳に影響を与えることや難聴の原因になることである．若い時に，わたしたちはあまり騒音が渦巻き管に与えるダメージについて考えない．うるさい音楽の刺激は，結果的に彼らの聴覚が低下するかもしれない可能性を考慮することなしに，ロックコンサートでしばしば若者によって求められる ．何年もたって，年老いたときに，うるさい音楽は耳を聞こえなくしたり，機能低下をもたらしたりする．

音はそのほかの方法によっても、健康に影響する。環境上の雑音の研究によって得られたデータは、そのほかの混同される要因(物理的、化学物質を含む)のせいで、解析することが難しい。それにも関わらず、研究室やフィールドでの研究は、雑音が聴覚以外にも有害であることを示している。雑音は、いらいらしたり、集中力が失われたり、怒りっぽくなるといった精神的な健康状態にも影響を与える。airや車の往来から出された長いタームの騒音は、子どもたちの認識能力、言語学習そして記憶力を低迷させる。
騒音はしばしば睡眠の質や生産性を低下させる根拠とされ、ストレスを誘発する。加えて、さまざまな研究は、心臓血管の健康に否定的な効果を与えると示している。けれども、この関連を確かめるために、さらなる研究を行う必要がある。

騒音汚染は数十年にわたる懸案事項である。1972年、騒音規制条例は，連邦の騒音規制と研究を調整するための手段として，そして騒音放出基準を作り上げるために，通過された。その目的は，“健康や幸福を危険にさらす騒音”からアメリカ人を守ることである。環境庁は，騒音公害を規制するために連邦の権限を得た。そして，騒音減少と規制局(ONAC)は騒音ガイドラインの制作に取り組んだ。しかしながら，ONACの資金は1981年に打ち切られた．今日，国家の騒音方針はない。けれども，連邦政府の省の中には，管理局を置いているところもある．


職場での騒音曝露は、労働安全衛生局により監督されている。労働安全衛生局は、職場騒音のガイドラインを設けている。その規制により
、もし騒音レベルが一定基準を超える場合、防護装備を支給することが義務づけられている。これには、大規模設備のまわりで働く人々の
ための騒音を緩和する耳あてやその他の装備を含んでいるかもしれない。しかしながら、労働安全衛生局のガイドラインは、オープンスペ
ースオフィスのような非工業環境下で生じる、電話の呼び鈴、コンピューターやタイプライターのノイズなどを対象に含んでいない。航空
騒音や交通騒音の軽減策は、それぞれ運輸省や連邦航空局、そして連邦交通局により監督されている。
　いくつかの市や地方政府は、不必要で不快な騒音を減らす為の策をとっている。多くの地域社会では、騒音条例があり、日中の特定の時
間帯における騒音レベルを制限している。うるさいホームパーティーを開いている人々には、警察官が訪問するかもしれないし、ひっきり
なしに吠える犬の飼い主には、動物管理局からの訪問があるかもしれない。商業活動もまた制限されるかもしれない。たとえば、屋外コン
サートは夜の特定の時間までに終わらせなければならないかもしれない。しかし、商業活動を妨げるという根拠でこの種の制限に、しばし
ば反対意見がある。



多くの人が騒音公害においてもっと多くのことがなされるべきだと思っている。しかし個人のプライベートや仕事主から生じる騒音公害を規制することは難しい。音楽を最大音量で聴いたり機械を起動させるなど、ひとはプライベートならなにをしてもよいと考えがちである。たとえば、クラブやカフェのオーナーは生計をたてるためには比較的大きな音を出せる音響装置を置かなくてはならないと信じていることもある。運動場やスタジアムも同様である。また、高速や空港の音を規制しようという試みもなされている。連邦航空局や連邦交通局の主要な任務は、航空産業の発展や高速の基本構造の維持にあるので、公共のための騒音規制に関してはちぐはぐしている。よって、騒音排除はかれらの一番の優先事項ではない。	
	騒音問題に対して隣人や商業との友好的解決策を見つけるためには、市民一人ひとりやコミュニティー、政府が協力する必要がある。騒音源を停止させることだけが答えではないのかもしれない。新しい技術の完成もまた、騒音が遠くに届いてしまうのを防いでくれることで、物事を静かにしてくれるかもしれない。

